
年中行事を調べる 

日本で行われている年中行事について、由来やしきたりを調べるには… 

1.キーワード 

年中行事、歳時記、祭、しきたり、ならわし、風習、節句、通過儀礼、無形民俗文化財、祭りの名前、祭りを行う地名など 

2.OPAC（検索用端末）から資料を探す 

「蔵書検索用端末（ＯＰＡＣ）」とは図書館の資料を探す検索パソコンとシステムのこと。 

キーワードやタイトル、著者名などを入力すると図書館の資料を探すことができます。 

図書館にＯＰＡＣ用パソコンが数台ある他、ご自宅などのパソコン・スマホからもアクセスして検索できます。 

★検索結果から資料詳細を確認した時に「請求記号」と「所蔵場所」が表示されます。 

★請求記号に書かれた数字は「日本十進分類法（ＮＤＣ）」。 

資料の内容・ジャンルを数字で表す分類法の一つ。 

日本の公共図書館 99％が採用しています。(2008 年日本図書館協会調べ) 

この分類で資料を並べると、似た内容の資料が 

同じ書棚に集まり、調べやすくなります。 

図書館の本は、書かれている内容に応じて、 

背に「ＮＤＣの数字」「カタカナ」を書いた２段ラベルが貼られています。 

★所蔵場所とは、塩尻市立図書館のどの館のどの棚に資料があるかを示しています。 

  「本館／開架」と表示されていれば、塩尻市立図書館本館の書棚のＮＤＣが示す場所にあります。 

★詳細検索画面の「キーワード」欄に探したいキーワードを入力すると、本のタイトルだけでなく内容の説明などのデータも

検索対象になりますが、キーワードとあまり関係のない資料がヒットする場合があります。 

★「タイトル」欄にキーワードを入力すると、内容の説明は検索対象とならないためヒット数は少なくなりますが、よりキーワ

ードと関係の深い資料を探すことができます。 

3.分類から資料を探す 

当館の本には、書かれている内容に応じて、背に数字（分類記号）が書かれたラベルが貼られています。 

郷土資料についてはラベルの色が赤紫になっているか、“Ｎ”がついています。 

塩尻市立図書館では塩尻市の資料と、その他県内地域の郷土資料で書棚が分かれています。 

 

長野県の年中行事について資料を探すには 

→分類記号Ｎ 386：1 階 ３６ 番の棚をご覧ください。 

※場所がわからない場合は、カウンターの職員にお気軽にお尋ねください。 

市町村での年中行事について資料を探すには 

●長野県内の各市町村で行われている祭りや伝統行事については、それぞれの市町村誌に記述があります。地域区

分に分かれており、北信・東信・中信・南信ごとに本の背のラベルに市町村名が貼ってあります。 

→分類記号Ｎ 215：1 階 ３３ 番の棚をご覧ください。 

●塩尻市内のお祭りや、年中行事については塩尻市誌、各地域発行の区誌などの塩尻市の資料に記述があります。 

→分類記号Ｎ 215 ：1 階 30 番の棚をご覧ください。 

国内外の年中行事について資料を探すには 

●全国各地域の年中行事・祭礼については、 

→分類記号 386：2 階 ７ 番の棚をご覧ください。 

4.国内外の年中行事を調べるために参考になる本 

すべて塩尻市立図書館（本館・分館）で持っている本です。普段ご利用の館へ取り寄せることができます。     

塩尻市立図書館 

ラベルの数字が

｢ＮＤＣ｣ 

赤紫ラベルは 

｢郷土資料｣ 



一部、貸し出しのできない本がありますが、こちらは館内でご覧ください。 

図書館内にあるコピー機で著作権範囲内の複写もできます。申込用紙にご記入いただき、カウンターまでお持ちください。 

 

■ 『すぐに役立つ 366 日記念日事典 第 4 版 上・下巻』 日本記念日協会 2020 年（NDC：386／カ） 

公的な記念日、伝統的な記念日から食・健康・趣味・交通など業界・企業が提唱する記念日まで、あらゆる記念日の由来

とエピソードをわかりやすく紹介。 

 

■ 『世界のお祭り百科 ビジュアル版』 スティーヴ・デイヴィ 2015 年（NDC：386／ニ） 

土着の伝統行事から、民衆の手で発展した奇祭まで、誰でも参加できる 500 の祭りをビジュアルに紹介。 

※こちらの資料は貸出ができませんが、館内でご覧いただけます。 

 

■ 『日本の祭り解剖図鑑 その起源と日本人の信仰がマルわかり』 久保田 裕道 2018 年（NDC：386.1／ク） 

日本全国 60 超の祭りを季節ごとに分け、神輿、山車、獅子といった必須アイテムとともに完全図解。 

 

■ 『未来記念日 アニバーサリー2017〜2022』 日外アソシエーツ 2016 年（NDC：386.9／ニ） 

2017 年〜2022 年に節目を迎える出来事を、年月日順に掲載。各人物・事柄に関して簡潔なプロフィール説明も記載。

企画などの「ネタ探し」に最適。 

 

■ 『日本まじない食図鑑 お守りを食べ、縁起を味わう』 吉野 りり花 2016 年（NDC：386.8／ヨ） 

「食べるお守り」である<まじない食>と背景にある民俗・風習や伝統文化、支える人々の思いをカラー写真も交えて紹介。 

 

■ 『全国年中行事辞典』 三隅 治雄編著、東京堂出版、2007 年 （NDC：386.1/ミ） 

元旦から大晦日まで、神輿や山車をくり出す祭礼から家庭で行われる行事まで、多彩な日本の年中行事 1530 を網

羅。祭の行われる月日・社寺名・起源・由来・行事次第などについて詳しく解説しています。 

600 点の写真（白黒）も収録されています。国指定重要無形民俗文化財一覧表あり。 

 

■ 『日本全国祭りと行事図鑑』 （児童書) スタジオタッククリエイティブ 2019 年（NDC：386／ス） 

全国各地でおこなわれている様々な祭りや行事を、地方・都道府県ごとに写真とともに紹介。地域の特色や文化を知る「ふ

るさと学習」に最適。 

 

■ 『世界の国々と祝日 その国は何を祝っているのか』 (児童書) 本村 凌二 2016 年（NDC：386／リ） 

209 の国と地域の基本情報や地理・歴史・祝日に関する解説とともに、2016 年の祝日の日付と名称がわかる表を掲載。 

 

5.県内の年中行事を調べるために参考になる本 

すべて塩尻市立図書館（本館・分館）で持っている本です。普段ご利用の館へ取り寄せることができます。 

一部、貸し出しできない本がありますが、こちらは館内でご覧ください。 

図書館内にあるコピー機で著作権の範囲内の複写ができます。申込用紙にご記入いただき、カウンターまでお持ちください。 

長野県の年中行事・祭りについて調べる 

■ 『目で見る信州の祭り大百科』 長野県民俗の会監修 郷土出版社、1988 年 （N/386/キ） 

地域の祭りが、開催される月ごとにまとめられ、長野県内で行われている様々な年中行事がわかります。 

■ 『信州の芸能』 信濃毎日新聞社編集局／編、信濃毎日新聞社、1974 年 （N/386/シ） 

北・東・中・南信地域ごとの由来について解説が詳しく載っています。写真あり。 

■ 『信州ふるさとのまつり』 長野県商工会青年部／編、ほおずき書籍 2005 年（N/386.1/ナ） 

歴史的にも長く続くものから、戦後各地で始められた新たな祭りまで、幅広く掲載。商工会や、観光協会などへの問合

せ先もあり。時代の変遷とともに変化する信州の祭りがわかります。 

市内の年中行事・祭りについて調べる 

■ 『塩尻市誌 第二巻 歴史』 塩尻市誌編纂委員会 （Ｎ/215/シ） 

■ 『塩尻市誌 第四巻 民俗・文化財・史資料等』 塩尻市誌編纂委員会 （Ｎ/215/シ） 

※塩尻市内のお祭りについては塩尻市誌、各地域から発行された区誌などの塩尻市の資料に記述があります。また、年中行

事については、近隣の市町村誌などにも記述されています。 

■ 『学習ガイド しおじり学びの道』 塩尻市、2007 年（N/379.0/シ） 

p.145「ふるさとの祭礼」の章に、地域の人々によって受け継がれてきた伝統行事だけでなく、近年開催されているイ

ベントも掲載されています。 

■ 『松本の三九郎』日本民俗資料館・松本市立博物館、1986 年（N/386/ニ） 



市内でも行われている小正月の行事、三九郎について、フィールドワーク調査結果がまとめてあり、歴史や由来、様子

などが詳しくわかります。 

6.郷土塩尻コーナーを利用する 

●1 階 3０ 番の棚には市・区誌のほか、昭和 34 年 4 月から発行された塩尻市の広報の縮刷版があります。 

●1 階 3２ 番の棚には、地域・行政ファイルがあります。最近発行された広報・館報・観光パンフレットなどがあります。 

7.データベースを利用する 

商用データベースを無料で１時間までご利用いただけます。検索結果は有料で印刷することができます。１階総合カウンターで

お申し込みください。 

 『信濃毎日新聞データベース』 

1873 年の創刊号からの新聞記事を調べることができます。 

 

 『聞蔵Ⅱ ビジュアル』 

朝日新聞の記事データベース。明治 12 年創刊号から 140 年間の新聞記事・広告が検索できる他、週刊朝日、Ａ

ＥＲＡも収録。アサヒグラフ、英文ニュース、現代用語事典「知恵蔵」も検索できます。 

 

 『日経テレコン』 

日本経済新聞社のビジネス情報ツール。日本経済新聞を含む情報源から、最新ニュースや過去 30 年余りの記事

などを簡単に検索できます。 

 

 『ジャパンナレッジ』 

複数の百科事典や辞書類、歴史事典、『東洋文庫』などの叢書まで、数十コンテンツの膨大な情報を収録したデータ

ベース。 

 

 『国立国会図書館デジタルコレクション』 

国立国会図書館などが所蔵するアナログ媒体資料（紙資料、レコード等）をデジタル化した資料を検索・閲覧できま

す。当館では公開範囲が「インターネット公開」と「図書館送信資料」となっている資料を閲覧できます。 

 

8.インターネット上の情報源 

ご自宅で、インターネットを使って情報を探すことのできるサイトを紹介します。 

図書館内でご覧いただくこともできます。無料でインターネット閲覧用パソコンを１時間までご利用いただけます。１階総合カウン

ターにてお申し込みください。 

 塩尻市公式ホームページ （http://www.city.shiojiri.lg.jp/index.html） 

キーワードを入力し、サイト内検索ができます。過去に発行された広報や、地域紙などをご覧いただけます。 

 

◆  公益財団法人 八十二文化財団ホームページ （http://www.82bunka.or.jp/bunkazai/index.php） 

長野県教育委員会監修のもと、県内の文化財情報を毎年更改し情報を公開。データベース検索することができます。 

◆  国立国会図書館 『日本の暦』 （http://www.ndl.go.jp/koyomi/） 


